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いまや人生 100 年時代。お金の面だけを見れば、長寿が最大のリスクとまで言われるほど。

長い老後を安心して暮らすためには適切な資産運用が必要となります。しかし定年を迎え

てから慌てているようでは遅きに失しかねません。そこで現役世代が知っておくべき、「お

金」に対する正しい向き合い方や資産運用の基礎知識について、経済評論家の塚崎公義氏に

レクチャーしていただきました。 

 

 

1 億円は必要だが、過度な不安は無用 

 

最初に申し上げておきます。老後のお金

に関することに限らず、世の中には不安を

煽る情報があふれています。ですから、それ

に踊らされず冷静に物事を判断してくださ

い。そもそも、「困った、心配だ」と問題を

取り上げては騒ぐのが、部数や視聴率を稼

ぎたいマスコミの常套手段。「年金不足は政

府のせいだ」と言いたがるのは野党のお得

意戦略だし、金融機関が「老後資金の不足を

補いましょう」と投資に誘うのは、それが彼

らのビジネスだからです。一部の経済評論

家がマスコミと一緒になって不安を煽るの

も、その方が仕事になるからです。 

ですから、声の大きい誰かが主張してい

る事柄と、世の中の真実とは必ずしも一致

しないものであるということを、覚えてお

いてください。大切なことは人の説明に頼

り切るのではなく、しっかりと自分の頭で

考えてみようと努力することが重要です。

 

定年してからの老後を安心して暮らすに

は 1 億円必要と言われます。確かに毎月 25

万円の生活費が必要なら 32 年間で 1 億円

弱になる計算です。60 歳女性の平均余命は

29 年で、医学が進歩していることを考えれ

ば、「1 億円必要」というのも、あながち嘘

ではありません。しかしサラリーマンの標

準的な公的年金は夫婦で 22 万円。65 歳ま



で働けば毎月の持ち出しは 3 万円だけで足

りるわけです。仮に 70 歳まで元気に働いて、

年金受給開始年齢を繰り下げ、受給額を割

り増すことができれば安心感は高まります。 

 

「ワクワクする」より「ハラハラしない」を

心掛ける 

 

自営業者の公的年金はサラリーマンより

見劣りします。退職金もない。一方で定年が

ないので 70 歳でも 80 歳でも元気なうちは

稼げるのが強みです。そもそも投資で大儲

けを狙うと大損するリスクを覚悟する必要

が出てきます。老後資産はリスクを避けて

安全運転が基本。「ワクワクする」より「ハ

ラハラしない」を心掛けるべきです。 

定年前に金融資産はどれくらい必要か。

目安としては資産と負債が同額であればな

んとかなります。そして定年後は、資産運用

について検討する前に考えてみるべきこと

があります。それは生活を見直し支出を減

らす工夫です。生活の見直しと言っても「ビ

ールを発泡酒に変えて節約する」といった

質素倹約の話ではなく、まずは不必要で大

きな支出を冷静に見直してみると状況は変

えられます。 

たとえば医療保険が本当に必要なのか。

それを考えるために健康保険について学べ

ば、自己負担額に上限があることも分かる

でしょう。あなたが都会に住んでいるのな

ら、自家用車を保有している必要があるの

かも検討してみませんか。実は私は車を手

放し、以前よりずいぶんと贅沢にタクシー

を利用するようになりましたが、車を所有

しているより安上がりだということが分か

りました。さらに、定年後もせっせと生命保

険を払い続ける必要があるのかという点も

再考してみたらいかがでしょうか。 

 老後資産のリスク要因となるのは長生き

とインフレです。長生きしている間にイン

フレが進むと生活費は上昇するし貯金はど

んどん目減りしてしまう。ではどうするか。

もっとも心強い味方は公的年金です。死ぬ

まで生涯にわたって支給され、インフレに

合わせて一定の増額もある。公的年金は最

強の老後資産です。だから自営業者も公的

年金にはきちんと支払い義務を果たしてお

くことが大切です。 

 老後資産を預金で持っている人が多いの

ですが、預金はインフレに弱いリスク資産

です。毎年 1％の物価上昇なら 30 年間で預

金は 3 割目減りしてしまいます。また、仮

に南海トラフ地震が起きれば、物価は間違

いなく急騰し 1000 円でおにぎり 1 個も買

えないなどという事態もあり得ます。預金

を持っていても建材の高騰で住む場所の再

建もままならない事態になってもおかしく

はありません。預金のリスクは大きいと言

えるでしょう。 

 そこで、儲けるためではなくインフレの

リスクを避けるために株や外貨を持つこと

が望ましいのです。この点は後でお話しし

ます。 

 

分散投資でリスク軽減が資産運用の基本 

 

もう一つ注意すべきは退職金。一時的に

大金が手に入っても舞い上がってしまわず、

用心深く行動すること。詐欺などに引っか

からないのは絶対条件ですが、詐欺でなく

とも言葉巧みに誘ってくる事業者は少なく

ありません。金融機関の勧誘にも要注意。



「お客様にぴったり」の言葉には「売り手に

とって利益率が高い」という本音が隠され

ています。「いま売れてます」は、言葉を換

えれば「儲かるので社員一同せっせと売っ

てます」の意味かもしれません。 

もちろん金融投資が全部悪いと言ってい

るわけではありません。ただし退職金に舞

い上がって一時期に大金を投資してしまう

のはお勧めできません。毎月定額を長期投

資すれば、投資対象の価格が高い時も安い

時もあるので、長い間にリスク変動が平ら

にならされて、大儲けはしないが大損もな

く、老後資産運用の目的に適います。 

物価上昇リスクのある預金と組み合わせ

るべきは、株式と外貨です。インフレでお金

の価値が目減りする状況になると株価は逆

に上がります。外貨に関しては日本がイン

フレになれば円安・外貨高になるという補

完関係が成り立ちます。また外国株式への

投資なら、外国がインフレになった場合の

備えにもつながります。株と外貨への投資

によってインフレや大地震の発生といった

事態にもある程度は対応できるわけです。 

 

初心者は投資信託と積立投資が安心 

 

ちなみに株への投資は短期と長期ではま

ったくの別物。そもそも株価は、プロが必死

に考え尽くして「これより上がる」と考えた

プロと、「これから下がる」と考えたプロが

半々になった結果として決まるもの。まし

てや素人が考えても先々の株価の変動など

分かるはずがありません。株への短期の投

資は、老後資金の運用先としてリスクが大

きく不向きです。私も株の短期売買はして

いますが、あくまでも小遣いを超えない範

囲でのお楽しみとしてです。 

初心者には投資信託が安心です。自分で

株式銘柄を選定し分散投資するのは困難。

プロが運用する投資信託なら手間も不要で

お勧めです。また初心者が「安い時に買って

高い時に売る」のも難易度が高い。ですから

長期の積立投資が適しています。 

株の長期積み立て投資は確率が高く儲け

られるので安心です。理由は世の経営者の

大半が慎重だからです。 

経営者たちは、確率 5 割以上で儲かる案

件にしか投資をしません。したがって、多く

の企業を平均し、好況期と不況期を平均す

れば、企業の利益はプラスになるのです。 

株を持つことは企業の一部を持つことで

すから、多くの企業の株を少しずつ持ち、し

かも一度に買わずに積立投資をすることで、

高い確率で利益を得ることができるのです。 

ちなみに私は米国の代表的企業 500 社の

株価に連動する形の投資信託を利用してい

ますが、さまざまな種類の投資信託がある

ので自分が納得するものを選んでください。

そしてコツコツと少しずつ、毎月一定額を

積み立てていく。目標投資額を超えたら積

み立てを休むといった選択肢もありますか

ら、その時点での状況に合わせて判断して

みてください。 
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